
平 成 ２ ６ 年 第 １ ６ 回 教 育 委 員 会 会 議 録

招集年月日 平成２６年８月１日

招 集 場 所 日南町役場第３会議室

開 会 午前１０時１０分 教育委員長宣告

出 席 委 員 福田教育委員長 須田教育委員 中村教育委員 丸山教育長

欠 席 委 員 川上教育委員

報告事項 別紙資料による

○事業報告

・ 7/24 小学校運動記録会日野郡大会（結果）

・ 7/27 第 41 回富田杯陰陽ソフトテニス大会（結果）

・ 7/30 決算審査（事務審査）（状況）

・ 7/31 決算審査（現地調査）（状況）

○行事予定

・ 8/1 決算審査（事業調査）

・ 8/1 町民大学（天体観測）延期

・ 8/6 西部町村会会計監査（社会教育）

・ 8/10 第 64 回四県四郡市総合体育大会

・ 8/15 平成 26 年度成人式



議 事 日 程

議 事 の 経 過

日 程 そ の 他 発 言 者 発 言 の 要 旨

日程第１ 委員長 日程第１議案第 44 号について説明を求める。

議案第 44 号 教育長 この件については、本日決定ということでさせていただきたいと思います。部分的に新しく表現を変え

平成 26 年度事 たものもあります。一部修正箇所もあります。２ページの２番の(１)の２あたりでスペースが空いてい

務 ・ 事 業 の 点 るところもありますけれどもその部分について体裁を整えてやっていきたいと思っております。あわせ

検 と 評 価 に つ まして、２ポイントとか 35 パーセントとか 80 パーセントとかいうふうにいろいろ掲げていますし、回

いて 数も具体的に回数を示しています。それも意気込みというか目標として頑張ってみたいというところが

ありますので、了解をしていただきたいと思っております。今回３ページの（２）の④の参加率 35 パ

ーセントというところがありまして、もしかしたら若干％をかえさせていただくかもしれません。なぜ

35 パーセントかといえばわからないところもあります。去年よりもあげていきたいという感じのもの

でありますのでよろしくお願いします。４ページには家庭教育推進員というのが３番の（１）の①にあ

りますけども家庭教育推進員の指標がどこにも出てきませんが、しいて言えば（２）の新しく家庭教育

の情報の発信というところ、これだけが家庭教育推進員の仕事ではありませんけれどもその部分を表し

ているとご理解をいただきたいと思います。６ページの社会教育に移りますけれども、この中で（１）

の２のところで生涯学習の実践交流の場として、ふる里祭りの実施というところで、去年は生涯学習ま

ちづくりフォーラムとなっておりました。したがって今年は、ふる里祭りにかけるというところがあり

ますけれども２５年度において消えていく年になるのならば 25 年度で精査をしておかなければならな

いというのがこの部分であります。６ページの下段ですけれども指定管理の部分で去年はアシストとい

う名前が入っていましたけれども今年は消えております。大意はありませんが、指定管理がアシストと

いうところばかりではない、去年あげる自体がどうかというところがあった。去年更新時期がきました

ので今年は上げてないというとこであります。あとにつきましては、新しく入った所等々あります。



10 ページの１番最後あたりについて、体育施設利用調整会の実施ではなくて検討とか町民体育館建設

に向けたニーズの把握というのを社会体育館建設に向けた検討とかいう言葉に替えたらどうかというふ

うに思っています。

事務局 ６ページ社会教育の（１）学習の機会・場の提供と充実、③に今年度の社会教育の文化芸術活動の大き

な柱、取り組みになります「日南町にゆかりのある文学者顕彰事業」というのを予算化もしてますし現

在進めております。それが漏れて載っておりませんので、そこの部分に顕彰事業として学習機会及び学

習教材の作成という文言を一文入れさせていただこうと思います。

できるだけ評価をする際にわかりやすいといいますか、指標ですのでわかりにくい抽象的なものはいか

がかなと思いますので、数値ということではないにしてもできるだけ評価の指標をもっと文言を検討さ

せて替えさせていただく、改めさせていただきたいと思っておりますのでご了解をいただきたいと思い

ます。

ご了解いただけましたら、新しく修正したものを次回の教育委員会には２６年度の評価点検の項目とし

て改めて案を抜いたものをださせていただきたいと思っております。

委員長 若干文言が違っても成果のところでじっくり見ていけばよい。これを事前にどこかに出すんですか。

事務局 これは、もうすでに２６年度スタートしておりますので、事務局としてはこれをおおもとにしながら進

めて１０月ないし１１月に中間評価という形で委員のみなさんにはご覧いただいて、その際にさらに指

標の追加であるとか、評価について意見をいただくようなことを考えております。

委員長 議案第 44 号を承認していただけますでしょうか。

委員 承認する。

委員長 議案第 44 号について承認されました。

本会議はこれで終了します。

会議の経過を記載し、相違ないことを証するためにここに署名する。

日南町教育委員会委員長


